
　「場の古典論」(ランダウ,リフシッツ著;広重徹,恒藤敏彦訳;増訂新版;東京図書,1964.9)において、作
用が Lorentz 変換に対して不変な性質を用いて、相対論的な運動量とエネルギーの導出方法が記載さ
れている。この方法では、4 元力や 4 元ベクトルを考えずに相対論的な運動量とエネルギーの導出する
ことが可能となる。
　ところで、作用が Lorentz 変換に対して不変であるかどうかの議論はなされておらず、証明が気に
なったので、作用の Lorentz 変換に対する不変性を以下で導出した。
　(参考までに、作用の Lorentz 変換に対する不変性から相対論的な運動量とエネルギーを求める方法
も記載した。)
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